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烏 魯 木斉 ･吐魯番 ･敦燈 ･天 水

1985年 8月 1日～27日,我が家は旅先に在 った｡つま

り家族旅行｡幾つかの 目的の中,最初の仕事は中国敦塩

吐魯番学術討論会参加｡中国人百数十名 と外国人数名｡

日本か らは三名プラス私｡ 国際会議 の主催 を学会 が 自

ら担当す るのは今回が初めて との こと｡研究発表会場

では,四角い文字が横書 きで ぎっ し り詰 まってい る参

考資料を眺めているばか りであった｡そ こで,一人で街

-出てみることに した｡会場兼宿舎 である崖嵩賓館か

ら市バスを使 って鉱産陳列所や繁華街 を歩 いた｡露店

では トマ トや果物 を兼何学模様 の形 に積 み上 げ て売

る｡羊肉は長 さ約40cmの金串に刺 して炭火で焼 き,たれ

と赤いカラシを付ける｡シシカバブと呼び,ホテルのメ

ニューにもあるO全 く臭味が無い｡肉屋では大 きな羊肉

の塊を天井や釣 り台か らぶ ら下げて ,巾広 い包丁 で大

きく切 り取 って秤にかける｡牙科 とあるのほ歯医者 さ

ん｡ウィグルの人は彫 りの深い顔 ,つばの無い小 さな帽

子を被 る｡女性はスカーフのことも多 く,長袖 ･長い裾

の ワンピースにベル ト無 しで,ゆ った りとした服装｡看

板やバス停には漢字 とウィグル文字｡漢字 で も発音は

不明,バス路線 も幾つかある｡それでも何 とか,ホテル

に帰着｡幼い頃の一人歩 きのような感 じ｡

ウルムチは気温-16℃(1月)～21℃(7月),降水量

年292m の乾燥地｡朝 の洗濯物が部屋 の中で昼 には乾

く｡数 日間,私は洗濯機になっていた｡この洗濯機 ,街

中-出るだけでな く読み書 きもす る｡清書 中の原稿 の

隣にあった別の原稿 ,漢字だけの欧文は和文に変身 し,

数 日後には 日本の出版社- (潮文庫 ｢敦僅行｣p.256-

262)0

学会の一 日巡検では,天山山脈中の湖 ,天地-のバス

旅行｡三食昼寝付 きのホテル住まいも約 1週間で幕｡次

の巡検は トルファン行 き｡巡検は どちらも無料｡ホテル

代の割引きあ り,学会後 ,中国国内では個人旅行の交通

費が 2割引きとのこと｡一方 ,発表す る論文150部 を学

会-納める｡

ウル ムチを出て南下す ると荒地 の中 に バ ス停 ｢塩

湖｣｡幾つかの白い湖を後に天山山脈を越えると吐魯番
カールジソ

盆地O次ホ井 (地下水路)の列が交錯する砂漠の中,樵

東 山 セツ子

穴が四方に点々と続 く｡行先にはただ大地 が広 がるの

み｡や っと辿 り着いた集落で水 の到着 を確認｡集落か

ら,天山は遥か彼方に｡

吐魯番の街に着いて,名産のブ ドウの棚の下,幾つ も

のお盆にはスイカと- ミウリが山 と出 され る｡気温39

℃とのこと｡交河故城では42℃の熱風が吹きつける｡老

いが汗だ くではない｡ただひたす ら熱いのだ｡泥の壁 ,

同 じ泥の道,ここが大通 りだ と聞か され て もピンと来

ない城跡｡断崖の下は樹木等が青 々と河 の両岸 に続 く

が,故城の方は砂が飛ばれ さて ,大地 は固い｡翌午前

中,高昌故城へ｡38℃,微風,日陰は涼 しいOここは僧

玄巣が しばらく滞在 し,般若経を講義 したのだが,イン

ドからの帰途に立ち寄 った時 ,高 昌国はす でに滅んで

いた とか｡日干 し練瓦の建物はほとん ど壊 され,今は少

ない｡次に行 ったスターナ古墳は砂漠の下｡階段を下 り

ると地下室｡壁面には彩色画｡地上には出入 口のみ｡南

東の方向-約10knでベゼク リク石窟寺院｡深 く刻 まれ

た大 きな谷の側壁に多 くの窟が穿かれてい る｡ 付近に

集落や畑は無い｡

火焔山を背景に,焼 くや生身の身 も焦がれつつ記念

撮影｡火焔山は広 さ的 (100×10)k丘,高 さは約600m.

葡萄清では小休止 ,ブ ドウ棚の下でスイカとブ ドウ｡夕

方 ,吐魯番駅で学会の一行 と別れ,列車を待つ こと5時

間半｡柳園か らは敦燈文物研究院 の方 々を迎 えるバス

に乗 り約 2時間半 ,酪配の放牧や酪配草 を眺めつつ敦

燈県城-0

敦煙では全面的に研究院のお世話 になる｡通勤バス

の利用 ,食堂での昼食 ,莫高窟 の上方 の砂漠- の同行

等 々｡野帳には,次第に仏像の図がふえてい く｡団体 と

合流 した数 日間の中の半 日は陽関-｡見渡す限 りの砂

漠には道 と電柱の列が続 く｡空港近 くでは,午前 2時,

林の近 くに北斗七星が見 られたのは驚異｡敦燈か ら蘭

州-一 日遅れて飛び,蘭州か らの列車は夜 中の12時に

天水着｡数 日後は北京-｡北京や鳥魯木斉空港を初め,

どこでも現地の人 々に迎え られ ,次 の切符 を手に入れ

てもらったので旅は続けられた｡今春 も西へ行 く予定｡

(8回生)
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